
ヤングシナリオ大賞 応募用紙 

           
「
超
限
定
能
力
」 

                     

青
塚
美
穂 



1 
 

登
場
人
物 

秋
山
舜
太
郎
（2

1

） 

大
学
四
年
生 

斉
藤
宜
秀
（22

） 

大
学
四
年
生
。
舜
太
郎
の
友
人 

橋
田
美
雪
（14
） 

私
立
中
学
生 

 

秋
山
健
太
郎
（5

0
） 

舜
太
郎
の
父 

秋
山
百
合
子
（4

6

） 
舜
太
郎
の
母 

   

ゼ
ミ
の
教
授 

老
婦
人
１ 

老
婦
人
２ 

面
接
官 

見
舞
い
客
１ 

見
舞
い
客
２ 

 

乗
客
の
男 

乗
客
の
女 

Ｏ
Ｌ 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン 

駅
員 

車
掌
ア
ナ
ウ
ン
ス 
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○
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル 

『
超
限
定
能
力
』 

 

○
駅
の
ホ
ー
ム
（
朝
） 

 
 

 
通
勤
電
車
が
入
っ
て
く
る
。 

 

○
同
・
電
車
（
朝
） 

 
 

 

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
で
混
み
合
う
車
内
。 

 
 

 

電
車
に
乗
り
込
む
舜
太
郎
。 

 
 

 

パ
ー
カ
ー
に
リ
ュ
ッ
ク
、
ス
ニ
ー
カ
ー
と
ラ 

 
 

 

フ
な
格
好
の
舜
太
郎
。
見
る
か
ら
に
大
学
生
。 

 
 

 

座
席
に
座
り
、
文
庫
本
を
読
ん
で
い
る
サ
ラ 

リ
ー
マ
ン
の
前
に
立
つ
舜
太
郎
。 

ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
の
車
内
。
隣
に
立
つ
お 

じ
さ
ん
に
寄
り
か
か
ら
れ
、
う
ん
ざ
り
顔
。 

車
掌
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
次
は
新
松
戸
～
新
松
戸
で
す
」 

 
 

 

電
車
が
緩
や
か
に
速
度
を
落
と
す
。 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
読
ん
で
い
た
文
庫
本
を
閉 

じ
て
鞄
に
し
ま
う
。 

そ
れ
を
見
た
舜
太
郎
、
お
じ
さ
ん
を
押
し
返 
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し
な
が
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
前
の
位
置
を 

死
守
す
る
。 

舜
太
郎
「

…
…

（
座
る
の
は
俺
だ
！

）
」 

 
 

 

電
車
が
次
の
駅
に
止
ま
る
。 

 
 

 
ド
ア
が
開
く
が
、
下
車
す
る
客
は
ま
ば
ら
。 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
そ
の
ま
ま
目
を
閉
じ
て
小 

さ
く
い
び
き
を
か
き
始
め
る
。 

舜
太
郎
「

…
…

（
何
だ
、
降
り
な
い
の
か
よ
！

）
」 

 
 

 

ガ
ッ
ク
リ
う
な
だ
れ
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

隣
の
お
じ
さ
ん
が
再
び
寄
り
か
か
っ
て
く
る
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 

発
車
の
ベ
ル
が
鳴
る
。 

 
 

 

う
ん
ざ
り
し
た
顔
で
手
す
り
を
つ
か
み
直
す 

舜
太
郎
。 

 
 

 

走
り
出
す
電
車
。 

舜
太
郎
Ｍ
「
こ
の4

0

分
後
、
俺
は
エ
ス
パ
ー
に
な 

っ
た
」 

 

○
走
る
電
車
・
車
内
（
朝
） 

 
 

 

立
っ
た
ま
ま
ウ
ト
ウ
ト
し
始
め
る
舜
太
郎
。 
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舜
太
郎
「
ね
み
ぃ

…
…

」 

 
 

 

誰
か
降
り
そ
う
な
人
が
い
な
い
か
と
座
席
に 

座
っ
て
い
る
乗
客
を
見
渡
す
。 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
夢
中
の
Ｏ
Ｌ
。 

イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
い
て
い
る
高
校
生
。 

寝
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。 

誰
も
降
り
そ
う
な
気
配
が
な
い
こ
と
に
ガ
ッ 

カ
リ
す
る
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
Ｎ
「
あ
ぁ
、
だ
り
ぃ
。
何
で
も
い
い
か
ら
座 

り
た
い
！
」 

そ
の
瞬
間
、
も
の
す
ご
い
金
属
音
と
と
も
に 

急
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
。 

舜
太
郎
「
う
お
っ
！
」 

 
 

 

立
っ
て
い
る
乗
客
た
ち
が
一
斉
に
な
だ
れ
る
。 

 
 

 

弾
み
で
隣
の
お
じ
さ
ん
に
の
し
か
か
ら
れ
、 

仰
向
け
に
倒
れ
る
舜
太
郎
。 

そ
の
ま
ま
床
に
頭
を
強
く
打
ち
つ
け
る
。 

 
 

 

気
絶
す
る
舜
太
郎
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

乗
客
の
男
の
声
「
お
い
、
大
丈
夫
か
？
」 
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そ
の
声
に
、
う
っ
す
ら
と
目
を
開
け
る
舜
太 

郎
。 

舜
太
郎
の
顔
を
覗
き
込
ん
で
い
る
男
の
顔
が 

ぼ
ん
や
り
と
見
え
る
。 

 
 

 
舜
太
郎
、
起
き
上
が
ろ
う
と
す
る
が
、
男
に 

止
め
ら
れ
る
。 

乗
客
の
男
「
頭
打
っ
て
る
み
た
い
だ
か
ら
、
動
か
な 

い
方
が
い
い
」 

舜
太
郎
「

…
…

？
」 

 
 

 

男
の
頭
上
に
何
か
フ
ワ
フ
ワ
し
た
も
の
が
浮 

か
ん
で
い
る
の
が
見
え
る
。 

だ
ん
だ
ん
焦
点
が
合
っ
て
く
る
。 

舜
太
郎
「
…
…
し
ん
お
ち
ゃ
の
み
ず
？
」 

乗
客
の
男
「
新
御
茶
ノ
水
で
降
り
る
の
か
？ 

じ
ゃ 

 

あ
私
と
一
緒
だ
」 

舜
太
郎
「
い
や
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て

…
…

」 

 
 

 

舜
太
郎
、
目
を
凝
ら
す
。 

 
 

 

男
の
頭
上
に
【
新
御
茶
ノ
水
】
の
文
字
が
浮 

か
ん
で
い
る
。 

目
を
こ
す
る
が
、
【
新
御
茶
ノ
水
】
の
文
字 
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は
消
え
な
い
。 

乗
客
の
男
「
で
も
、
君
は
次
の
駅
で
降
り
た
方
が
い 

い
な
。
念
の
た
め
病
院
で
診
て
も
ら
っ
た
ら
」 

舜
太
郎
「
は
あ

…
…

」 

 

○
総
合
病
院
・
検
査
室 

 
 

 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
撮
っ
て
い
る
舜
太
郎
。 

 

○
病
院
・
外
観 

 
 

 

大
き
な
総
合
病
院
。 

 

○
同
・
正
面
入
口 

 
 

 

頭
を
さ
す
り
な
が
ら
出
て
く
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

頭
に
は
ガ
ー
ゼ
。 

 

○
東
都
大
学
・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア 

 
 

 

学
食
の
ラ
ー
メ
ン
を
す
す
っ
て
い
る
舜
太
郎
。 

そ
の
向
か
い
に
、
ど
さ
っ
と
リ
ク
ル
ー
ト
鞄 

が
置
か
れ
る
。 

顔
を
上
げ
る
と
、
ス
ー
ツ
姿
の
斉
藤
宜
秀 
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（22

）
の
姿
。 

舜
太
郎
「
お
お
、
ノ
ブ
！
」 

宜
秀
「
お
前
、
ど
う
し
た
ん
だ
よ
。
そ
の
頭
」 

舜
太
郎
「
今
日
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
っ
た
ん
だ
よ
」 

宜
秀
「
な
ん
で
？ 

頭
悪
い
の
か
？
」 

舜
太
郎
「
そ
れ
だ
と
俺
が
頭
悪
い
子
み
た
い
だ
ろ
！ 

 

今
朝
、
ち
ょ
っ
と
頭
打
っ
た
ん
だ
よ
」 

宜
秀
「
ど
こ
で
？
」 

舜
太
郎
「
電
車
。
異
常
な
し
だ
っ
た
け
ど
」 

宜
秀
「
良
か
っ
た
じ
ゃ
ん
」 

そ
う
言
っ
て
、
向
か
い
の
席
に
座
る
宜
秀
。 

舜
太
郎
、
ち
ょ
っ
と
深
呼
吸
し
て
、 

舜
太
郎
「
そ
れ
が
さ
、
な
ん
か
変
な
も
の
が
見
え
ん 

だ
よ
」 

宜
秀
「
な
に
が
？ 

幽
霊
と
か
？
」 

舜
太
郎
「
駅
名
」 

宜
秀
「
は
？
」 

舜
太
郎
「
駅
名
が
見
え
る
ん
だ
よ
。
人
の
頭
の
上 

に

…
…

」 

 
 

 

心
配
そ
う
な
顔
の
宜
秀
。 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 7 

宜
秀
「
お
前
や
っ
ぱ
り

…
…

」 

舜
太
郎
「
異
常
は
な
い
っ
て
！
」 

宜
秀
「
俺
の
頭
の
上
に
も
見
え
る
の
か
？
」 

 
 

 

宜
秀
の
頭
上
に
は
何
も
な
い
。 

舜
太
郎
「
い
や
、
何
も
見
え
な
い
」 

宜
秀
「
錯
覚
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」 

舜
太
郎
「
電
車
乗
っ
て
る
時
に
は
見
え
た
ん
だ
」 

宜
秀
「
ふ
～
ん
」 

舜
太
郎
「
信
じ
て
な
い
だ
ろ
？
」 

 
 

 

不
貞
腐
れ
た
表
情
の
舜
太
郎
、
ラ
ー
メ
ン
を 

す
す
る
。 

 

○
郊
外
の
街
並
み
（
朝
） 

 
 

 
 

○
秋
山
家
・
外
観
（
朝
） 

 
 

 

立
派
な
門
構
え
の
日
本
家
屋
。 

表
札
「
秋
山
」
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

○
同
・
キ
ッ
チ
ン
～
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

 
 

 

秋
山
百
合
子
（4

6

）
が
キ
ッ
チ
ン
で
朝
食
を 
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作
っ
て
い
る
。 

リ
ビ
ン
グ
で
は
新
聞
を
読
ん
で
る
秋
山
健
太 

郎
（5

0

）
。

ス
ー
ツ
姿
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん 

で
い
る
。 

 

○
同
・
舜
太
郎
の
部
屋
（
朝
） 

 
 

 

目
覚
ま
し
が
鳴
っ
て
い
る
が
、
し
ぶ
と
く
寝 

続
け
る
舜
太
郎
。 

百
合
子
の
声
「
舜
ち
ゃ
ー
ん
。
早
く
起
き
な
さ 

い
！
」 

舜
太
郎
「
う
ぅ
ん
」 

 
 

 

寝
返
り
を
打
つ
が
起
き
な
い
。 

 

○
同
・
階
段
（
朝
） 

 
 

 

ボ
サ
ボ
サ
頭
で
降
り
て
く
る
舜
太
郎
。 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

 
 

 

百
合
子
が
洗
い
物
を
し
て
い
る
。 

健
太
郎
は
す
で
に
い
な
い
。 

百
合
子
「
目
覚
ま
し
の
意
味
な
い
わ
ね
。
寝
過
ぎ 
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よ
」 

舜
太
郎
「
あ
、
あ
、
あ
」 

 
 

 

舜
太
郎
、
声
を
出
し
な
が
ら
喉
を
な
で
る
。 

舜
太
郎
「
や
っ
ぱ
５
時
間
は
歌
い
過
ぎ
か
」 

百
合
子
「
ま
た
カ
ラ
オ
ケ
？ 

お
父
さ
ん
の
会
社
に 

入
っ
た
ら
、
そ
ん
な
に
遊
ぶ
暇
あ
り
ま
せ
ん
か
ら 

ね
」 

 
 

 

テ
ー
ブ
ル
の
上
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
に 

サ
ラ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ 

ー
ス
の
朝
食
が
並
ん
で
い
る
。 

 
 

 

舜
太
郎
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
一
気
飲
み 

す
る
。 

 

○
同
・
玄
関
（
朝
） 

 
 

 

舜
太
郎
、
ス
ニ
ー
カ
ー
を
履
い
て
立
ち
上
が 

る
。
ド
ア
を
開
け
て
出
て
行
く
。 

 

○
駅
の
ホ
ー
ム
（
朝
） 

 
 

 

舜
太
郎
が
あ
く
び
し
な
が
ら
電
車
を
待
っ
て 

い
る
。 
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○
走
る
電
車
内
（
朝
） 

 
 

 

混
雑
し
て
い
る
車
内
。 

舜
太
郎
、
座
席
に
座
っ
て
い
る
乗
客
に
目
を

走
ら
せ
る
。 

老
若
男
女
、
さ
ま
ざ
ま
な
乗
客
た
ち
。 

 
 

 

舜
太
郎
、
ド
ア
近
く
に
立
つ
。 

斜
め
前
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
頭
上
に
は
、 

【
綾
瀬
】
の
文
字
が
見
え
る
。 

正
面
の
女
子
高
生
の
頭
上
に
も
同
じ
よ
う
に 

【
亀
有
】
の
文
字
が
浮
か
ん
で
い
る
。 

車
掌
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
次
は
亀
有
～
亀
有
～
」 

 
 

 

電
車
が
亀
有
駅
に
止
ま
る
。 

正
面
に
い
た
女
子
高
生
が
降
り
て
行
く
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

車
掌
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
綾
瀬
～
綾
瀬
～
」 

 
 

 

舜
太
郎
の
斜
め
前
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
降
り 

て
行
く
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 
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宜
秀
の
声
「
ど
の
駅
で
降
り
る
か
が
分
か
る!

?

」 

 

○
東
都
大
学
・
キ
ャ
ン
パ
ス
内 

 
 

 

並
ん
で
歩
い
て
い
る
舜
太
郎
と
ス
ー
ツ
姿
の 

宜
秀
。 

宜
秀
は
呆
れ
た
よ
う
な
驚
い
た
よ
う
な
顔
で 

舜
太
郎
を
見
て
い
る
。 

舜
太
郎
「
た
ぶ
ん
間
違
い
な
い
」 

宜
秀
「
舜
、
大
丈
夫
か
？
」 

舜
太
郎
「
全
然
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
！ 

俺
は
正
気 

だ
か
ら
な
！
」 

宜
秀
「
ど
こ
が
だ
よ
」 

 
 

 

そ
う
い
っ
て
笑
い
合
う
２
人
。 

宜
秀
の
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
姿
を
見
て
、 

舜
太
郎
「
そ
う
い
や
二
次
面
接
だ
っ
け
？
」 

宜
秀
「
割
と
イ
ケ
た
と
思
う
け
ど
、
ど
う
だ
ろ
な
」 

 
 

 

た
め
息
を
つ
く
宜
秀
。 

舜
太
郎
「
な
ん
だ
よ
、
暗
い
じ
ゃ
ん
」 

宜
秀
「
こ
の
時
期
で
内
定
な
し
な
ん
だ
。
ヤ
バ
す
ぎ 

て
や
っ
て
ら
ん
ね
ぇ
よ
」 
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舜
太
郎
「
じ
ゃ
あ
さ
、
ダ
ー
ツ
で
も
や
り
に
行
こ 

う
。
気
分
転
換
に
」 

 
 

 

呆
れ
顔
の
宜
秀
。 

宜
秀
「
気
分
転
換
す
る
ほ
ど
追
い
詰
め
ら
れ
て
な
い 

だ
ろ
、
お
ま
え
は
」 

舜
太
郎
「
い
い
じ
ゃ
ん
、
行
こ
う
よ
」 

宜
秀
「
お
前
な
、
そ
ん
な
状
況
か
？ 

い
く
ら
就
職 

率
上
が
っ
て
き
た
か
ら
っ
て
、
俺
達
み
た
い
な
三 

流
大
学
じ
ゃ
、
厳
し
い
こ
と
に
は
か
わ
り
な
い
ん 

だ
ぞ
？
」 

舜
太
郎
「
俺
は
バ
イ
ト
で
も
し
な
が
ら
気
ま
ま
に
暮 

ら
そ
っ
か
な
ぁ
。
ノ
ブ
も
そ
う
し
ろ
よ
」 

宜
秀
「
い
い
よ
な
舜
は
。
ど
ん
な
に
遊
ん
だ
っ
て
、

最
終
的
に
は
実
家
継
げ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
よ
」 

 
 

 

宜
秀
、
暗
い
顔
で
う
つ
む
く
。 

宜
秀
「
疲
れ
た

…
…

」 

舜
太
郎
「
な
あ
、
次
の
講
義
サ
ボ
っ
て
さ
、
行
こ
う 

よ
、
ダ
ー
ツ
！
」 

宜
秀
「

…
…

」 

宜
秀
、
そ
の
ま
ま
舜
太
郎
を
置
い
て
行
っ
て 
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し
ま
う
。 

舜
太
郎
「
つ
ま
ん
ね
え
の
」 

 

○
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
・
外
観 

 
 

 
繁
華
街
に
あ
る
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
。
制
服
姿 

の
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
る
。 

 

○
同
・
店
内 

 
 

 

ダ
ー
ツ
の
コ
ー
ナ
ー
で
一
人
、
黙
々
と
ダ
ー 

ツ
を
投
げ
て
い
る
舜
太
郎
。 

 

○
繁
華
街
（
夜
） 

 
 

 

カ
ラ
オ
ケ
店
の
客
引
き
に
声
を
か
け
ら
れ
、 

そ
の
ま
ま
店
内
に
入
っ
て
い
く
舜
太
郎
。 

 

○
駅
の
ホ
ー
ム
（
深
夜
） 

 
 

 

時
計
は
夜
の11

時4
5

分
。 

 
 

 

終
電
間
際
の
ホ
ー
ム
に
は
飲
み
会
帰
り
ら
し 

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
団
体
や
若
い
男
女
の
グ 

ル
ー
プ
で
い
っ
ぱ
い
。 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 14 

乗
車
の
列
に
並
ん
で
い
る
舜
太
郎
、
の
ど
飴 

を
取
り
出
し
、
口
に
入
れ
る
。 

 
 

 

電
車
が
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
く
る
。 

 
○
走
る
電
車
内
（
深
夜
） 

 
 

 

泥
酔
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
前
に
立
っ 

て
い
る
舜
太
郎
。 

車
掌
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
次
は
西
日
暮
里
、
西
日
暮
里
」 

 
 

 

舜
太
郎
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
肩
を
揺
ら
し
て 

起
こ
す
。 

舜
太
郎
「
着
き
ま
し
た
よ
～
」 

 
 

 

寝
ぼ
け
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
慌
て
て
降 

り
て
行
く
。 

 
 

 

そ
の
席
に
座
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

ホ
ー
ム
で
は
、
さ
っ
き
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が 

「
な
ん
で
降
り
る
駅
知
っ
て
る
ん
だ
？
」
と 

い
う
顔
で
舜
太
郎
を
見
て
い
る
。 

 
 

 

動
き
出
す
電
車
。 

座
席
に
座
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
目
を
閉
じ
る
舜

太
郎
。 
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舜
太
郎
Ｍ
「
と
は
言
っ
て
も
、
別
に
予
知
能
力
っ
て 

わ
け
じ
ゃ
な
い
」 

 

○
大
学
・
大
講
堂 

 
 

 
講
義
を
受
け
て
い
る
学
生
た
ち
。
そ
の
中
に 

舜
太
郎
の
姿
。 

ゼ
ミ
の
教
授
「
抜
き
打
ち
テ
ス
ト
す
る
ぞ
～
」 

舜
太
郎
「
え
！
」 

 
 

 

蒼
ざ
め
た
顔
の
舜
太
郎
。 

 
 

 

テ
ス
ト
用
紙
が
配
ら
れ
る
が
、
全
然
答
え
を 

書
け
な
い
。 

舜
太
郎
Ｍ
「
あ
～
、
予
知
能
力
が
あ
れ
ば
！
」 

 
 

 

頭
を
か
き
む
し
る
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
Ｍ
「
電
車
内
限
定
の
さ
さ
や
か
な
超
能
力
。 

非
力
な
エ
ス
パ
ー
」 

 

○
走
る
電
車
・
車
内 

座
席
に
座
っ
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
弄
っ

て
い
る
女
性
に
目
を
留
め
る
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 
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立
っ
て
い
る
乗
客
の
間
を
縫
っ
て
、
そ
の
女 

性
の
前
に
陣
取
る
。 

舜
太
郎
の
前
に
座
っ
て
い
た
女
性
が
立
ち
上 

が
り
、
電
車
を
降
り
て
行
く
。 

す
か
さ
ず
、
そ
の
空
い
た
座
席
に
座
る
舜
太 

郎
。 

そ
の
横
で
は
、
女
性
同
士
が
空
い
た
座
席
を 

イ
ス
取
り
合
戦
の
よ
う
に
争
っ
て
い
る
。 

 
 

 

満
員
電
車
の
な
か
で
も
ゆ
っ
た
り
と
座
っ
て 

目
を
閉
じ
る
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
Ｍ
「
さ
さ
や
か
だ
け
ど
、
意
外
に
便
利
」 

 
 

 

に
ん
ま
り
顔
の
舜
太
郎
。 

 

○
駅 

 
 

 

複
数
の
路
線
が
乗
り
入
れ
る
駅
。 

 
 

 

ホ
ー
ム
に
は
乗
車
待
ち
の
列
が
で
き
て
い
る
。 

 
 

 

そ
こ
へ
電
車
が
ホ
ー
ム
へ
入
っ
て
く
る
。 

ド
ア
が
開
く
と
、
弾
け
る
よ
う
に
乗
客
が
降 

り
て
く
る
。 

降
車
と
乗
車
の
客
で
ご
っ
た
返
す
ホ
ー
ム
。 
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○
同
・
電
車
内 

 
 

 

ド
ア
が
開
い
て
、
乗
客
が
乗
っ
て
く
る
。 

 
 

 

そ
の
中
に
二
人
連
れ
の
老
婦
人
が
い
る
。 

 
 

 
老
婦
人
た
ち
は
舜
太
郎
の
目
の
前
に
立
つ
。 

 
 

 

舜
太
郎
、
薄
目
で
老
婦
人
を
見
な
が
ら
も
、 

そ
の
ま
ま
無
視
し
て
目
を
閉
じ
る
。 

老
婦
人
１
「
い
や
ぁ
ね
、
若
い
の
に
」 

 
 

 

目
を
閉
じ
た
ま
ま
の
舜
太
郎
。 

老
婦
人
２
「
本
当
に
ね
、
譲
る
っ
て
こ
と
を
知
ら
な 

い
の
か
し
ら
」 

 
 

 

舜
太
郎
、
周
囲
の
座
っ
て
い
る
乗
客
た
ち
を 

ざ
っ
と
見
渡
す
。 

舜
太
郎
「
あ
、
あ
そ
こ
の
人
」 

 
 

 

斜
め
向
か
い
の
中
年
男
性
を
指
差
す
。 

舜
太
郎
「
次
の
駅
で
降
り
ま
す
か
ら
、
あ
の
人
の
前 

に
立
っ
て
た
ら
？
」 

老
婦
人
１
「
デ
タ
ラ
メ
言
っ
て
」 

そ
の
ま
ま
、
目
を
瞑
る
舜
太
郎
。 

車
掌
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
次
は
北
千
住
、
北
千
住
で
す
」 
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立
ち
上
が
る
中
年
男
性
。 

 
 

 

老
婦
人
た
ち
が
驚
い
た
顔
で
舜
太
郎
を
見
る
。 

 
 

 

得
意
気
な
顔
の
舜
太
郎
。 

 
○
都
内
・
ビ
ジ
ネ
ス
街 

 
 

 

大
手
企
業
の
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
。 

 

○
高
層
ビ
ル
・
外
観 

 
 

 

た
く
さ
ん
の
企
業
が
入
っ
て
い
る
ビ
ル
。 

 

○
同
・
会
議
室 

 
 

 

リ
ク
ル
ー
ト
姿
の
学
生
た
ち
が
大
勢
座
っ
て 

い
る
。 

皆
、
緊
張
し
た
面
持
ち
。 

そ
の
中
に
宜
秀
の
姿
。 

 

○
同
・
面
接
会
場 

 
 

 

学
生
５
人
、
面
接
官
５
人
の
集
団
面
接
。 

面
接
官
「
で
は
、
次
に
斉
藤
宜
秀
さ
ん
」 

宜
秀
「
は
い
！
」 
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立
ち
上
が
り
、
自
己
紹
介
、
志
望
動
機
を
話 

し
始
め
る
。 

 
 

 

緊
張
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
早
口
に
な
っ
て
い
く
。 

 
○
同
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前 

 
 

 

暗
い
顔
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
待
っ
て
い
る
宜 

秀
。 

そ
の
時
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
バ
イ
ブ
が
メ 

ー
ル
の
着
信
を
知
ら
せ
る
。 

宜
秀
「

…
…

」 

 
 

 

お
そ
る
お
そ
る
メ
ー
ル
を
開
封
す
る
。 

 
 

 

「
不
採
用
通
知
」
の
文
面
。 

宜
秀
「

…
…

」 

 
 

 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
到
着
す
る
。 

 
 

 

他
の
面
接
受
験
者
た
ち
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に 

乗
り
込
む
。 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ド
ア
が
閉
ま
る
。 

そ
の
場
に
立
ち
す
く
ん
だ
ま
ま
の
宜
秀
。 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
つ
腕
が
、
だ
ら
り
と 

垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。 
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○
駅
の
ホ
ー
ム
（
朝
） 

 
 

 

電
車
を
待
っ
て
い
る
乗
客
の
列
。 

 
 

 

そ
の
最
後
尾
を
あ
く
び
を
し
な
が
ら
待
っ
て 

い
る
舜
太
郎
。 

 

○
走
る
電
車
内
（
朝
） 

 
 

 

座
っ
て
い
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

何
気
な
く
、
目
の
前
に
立
つ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン 

を
見
る
。 

舜
太
郎
「
？
」 

 
 

 

舜
太
郎
、
目
を
凝
ら
す
が
、
そ
の
サ
ラ
リ
ー 

マ
ン
の
頭
上
に
は
駅
名
も
何
も
見
え
な
い
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 

 
 

 

隣
に
座
る
男
子
高
校
生
、
向
か
い
に
座
っ
て 

い
る
老
人
な
ど
、
車
内
の
乗
客
に
目
を
走
ら 

せ
る
。 

ど
の
乗
客
の
頭
上
に
も
、
降
り
る
駅
名
が
浮 

か
ん
で
い
る
。 

舜
太
郎
、
も
う
一
度
、
目
の
前
の
サ
ラ
リ
ー 
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マ
ン
を
見
る
。 

頭
上
に
は
何
も
見
え
な
い
。 

舜
太
郎
Ｍ
「
こ
ん
な
の
は
初
め
て
だ
」 

 
 

 

じ
っ
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
顔
を
見
つ
め
る
。 

 
 

 
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
目
を
瞑
っ
た
ま
ま
、
微
動 

だ
に
し
な
い
。
顔
色
は
悪
く
、
う
な
だ
れ
て 

い
る
。 

車
掌
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
次
は
大
手
町
～
」 

 
 

 

ス
ッ
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
動
き
、
電
車
を
降 

り
て
行
く
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 

 
 

 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
追
い
か
け
て
、
一
緒
に
電 

車
を
降
り
る
舜
太
郎
。 

人
混
み
に
紛
れ
な
が
ら
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
し
た 

足
取
り
で
歩
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。 

 

そ
の
後
を
つ
け
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

乗
り
換
え
の
改
札
を
抜
け
、
別
の
路
線
の
ホ 

ー
ム
に
辿
り
着
く
。 

 
 

 

ホ
ー
ム
に
入
っ
て
く
る
電
車
。 

 
 

 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
後
姿
。 
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見
つ
め
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

次
の
瞬
間
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
線
路
へ
と
飛 

び
降
り
る
。 

舜
太
郎
「
！
」 

 
 

 
急
ブ
レ
ー
キ
の
音
。 

人
々
の
悲
鳴
。 

 
 

 

ど
よ
め
く
ホ
ー
ム
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 

 
 

 

呆
然
と
立
ち
尽
く
す
舜
太
郎
。 

 
 

 

「
人
身
事
故
よ
！
」
「
や
だ
、
飛
び
込
む
瞬 

間
見
ち
ゃ
っ
た
！
」
な
ど
の
言
葉
が
飛
び
交 

う
。 

 
 

 

駅
員
が
集
ま
っ
て
く
る
。 

舜
太
郎
「
…
…
」 

 
 

 

舜
太
郎
、
人
混
み
を
抜
け
て
、
来
た
道
を
戻

る
。 

 
 

 

次
第
に
早
足
に
、
最
後
は
走
り
出
す
。 

 

○
大
学
・
図
書
館
・
外
観 

 
 

 

構
内
に
あ
る
別
館
の
図
書
館
。 
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○
同
・
内 

 
 

 

図
書
館
の
窓
か
ら
、
ぼ
ん
や
り
と
外
を
見
つ 

 
 

 

め
て
い
る
舜
太
郎
。 

 
 

 
隣
の
席
に
宜
秀
が
座
る
。 

 
 

 

リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
姿
の
宜
秀
。 

宜
秀
「
珍
し
い
な
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
な
ん
て
」 

舜
太
郎
「

…
…

」 

宜
秀
「
相
変
わ
ら
ず
、
就
活
生
と
は
思
え
な
い
格
好 

だ
な
」 

 
 

 

宜
秀
、
伸
び
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
ジ
ー
ン
ズ
の
ラ

フ
な
服
装
の
舜
太
郎
を
見
て
た
め
息
を
つ
く
。 

舜
太
郎
「
…
…
見
え
な
か
っ
た
」 

宜
秀
「
ん
？
」 

舜
太
郎
「
今
日
さ
、
駅
名
が
見
え
な
い
お
じ
さ
ん
が 

い
た
ん
だ
」 

宜
秀
「
あ
あ
、
お
前
の
地
味
に
便
利
な
特
殊
能
力
の 

話
？
」 

舜
太
郎
「
俺
、
考
え
た
ん
だ
け
ど

…
…

あ
れ
は
き
っ 

と
、
透
視
に
近
い
能
力
な
ん
だ
と
思
う
」 
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黙
っ
て
聞
い
て
い
る
宜
秀
。 

舜
太
郎
「
ど
の
駅
で
降
り
よ
う
、
あ
の
駅
で
乗
り
換 

え
だ
、
と
か
。
そ
う
い
う
思
念
み
た
い
な
の
が
見 

え
て
る
ん
だ
よ
、
き
っ
と
」 

宜
秀
「
降
り
よ
う
と
思
う
駅
の
思
念
だ
け
見
え
る
っ 

て
の
も
可
笑
し
な
感
じ
だ
よ
な
。
ど
ん
だ
け
ピ
ン 

ポ
イ
ン
ト
な
ん
だ
よ
」 

 
 

 

小
さ
く
笑
う
宜
秀
。 

 
 

 

笑
わ
な
い
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
「
も
う
ど
こ
に
も
行
き
先
が
な
か
っ
た 

ら
？
」 

宜
秀
「
え
？
」 

舜
太
郎
「
も
う
、
ど
こ
に
も
行
き
た
く
な
か
っ
た
ん 

だ
、
あ
の
人

…
…

」 

 

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク 

目
を
瞑
っ
た
ま
ま
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。 

人
混
み
に
紛
れ
な
が
ら
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
し
た 

足
取
り
で
歩
い
て
い
る
。 
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○
元
の
大
学
・
図
書
館
・
内 

 
 

 

怪
訝
な
顔
で
舜
太
郎
を
見
つ
め
る
宜
秀
。 

舜
太
郎
「
だ
か
ら
、
駅
名
が
見
え
な
か
っ
た
ん
だ
」 

宜
秀
「

…
…

」 
舜
太
郎
「
行
く
場
所
が
な
か
っ
た
ん
だ
」 

 
 

 

う
つ
む
く
舜
太
郎
。 

宜
秀
「

…
…

お
前
、
何
を
見
た
ん
だ
？
」 

舜
太
郎
「
見
て
な
い
よ
。
何
も
見
て
な
い
」 

宜
秀
「

…
…

」 

舜
太
郎
「
死
ぬ
と
き
っ
て
一
瞬
な
ん
だ
な
」 

 
 

 

ハ
ッ
と
し
た
表
情
の
宜
秀
。 

 

○
電
車
内
（
夜
） 

 
 

 

立
っ
て
い
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

流
れ
て
行
く
景
色
を
眺
め
て
い
る
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 

 
 

 

舜
太
郎
の
前
の
座
席
が
空
く
。 

 
 

 

座
ら
な
い
舜
太
郎
。 

横
か
ら
や
っ
て
き
た
若
い
Ｏ
Ｌ
が
座
る
。 
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○
走
る
電
車
（
朝
） 

 

○
同
・
車
内
（
朝
） 

 
 

 

ぼ
ん
や
り
と
車
窓
を
眺
め
て
い
る
舜
太
郎
。 

 
 

 
電
車
が
駅
の
ホ
ー
ム
に
入
る
。
降
り
る
準
備

を
し
て
ド
ア
付
近
に
集
ま
る
乗
客
た
ち
。 

そ
の
な
か
に
一
人
、
頭
上
に
駅
名
が
な
い
人

間
が
い
る
の
に
気
づ
く
。 

舜
太
郎
「
！
」 

 
 

 

そ
れ
は
女
子
中
学
生
だ
っ
た
。 

 
 

 

お
と
な
し
そ
う
な
容
姿
、
口
を
ギ
ュ
ッ
と
結 

び
、
表
情
の
読
め
な
い
顔
。 

舜
太
郎
、
追
い
か
け
よ
う
と
す
る
も
、
そ
の

鼻
先
で
ド
ア
が
閉
ま
っ
て
し
ま
う
。 

舜
太
郎
「
…
…
」 

 
 

 

人
ご
み
に
消
え
て
い
く
女
子
中
学
生
の
小
さ 

な
背
中
。 

 
 

 

動
き
出
す
電
車
。 

 

○
走
る
電
車
・
内
（
朝
） 
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う
つ
む
く
舜
太
郎
。 

車
掌
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
た
だ
い
ま
、
日
暮
里
駅
に
お
き 

 

ま
し
て
人
身
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
」 

舜
太
郎
「
！
」 

ア
ナ
ウ
ン
ス
「
救
出
活
動
を
行
っ
た
の
ち
、
安
全
確 

認
を
い
た
し
ま
す
」 

車
内
に
缶
詰
に
な
っ
て
い
る
乗
客
た
ち
か
ら
、 

た
め
息
と
小
声
の
文
句
が
こ
ぼ
れ
る
。 

会
社
に
遅
刻
の
電
話
を
す
る
人
、
ツ
イ
ッ
タ 

ー
で
つ
ぶ
や
く
人
、
あ
か
ら
さ
ま
に
イ
ラ
イ 

ラ
し
始
め
る
人
。 

車
掌
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
運
転
再
開
の
目
処
は
た
っ
て
お 

り
ま
せ
ん
。
お
急
ぎ
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
お 

か
け
し
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
こ
の
ま
ま
で
お
待
ち 

く
だ
さ
い
。
な
お
、
振
替
輸
送
も
行
っ
て
お
り
ま 

す
の
で

…
…

」 

ざ
わ
つ
く
乗
客
た
ち
。 

乗
り
換
え
検
索
を
し
て
い
る
彼
ら
の
頭
上
の 

駅
名
が
、
次
々
に
変
わ
る
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 
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じ
っ
と
立
っ
た
ま
ま
呆
然
と
し
て
い
る
舜
太 

郎
。
次
第
に
息
が
荒
く
な
っ
て
く
る
。 

耳
鳴
り
が
し
て
、
思
わ
ず
そ
の
場
に
う
ず
く 

ま
る
。 

 

○
大
学
・
外
の
ベ
ン
チ 

 
 

 

ベ
ン
チ
に
座
り
、
パ
ン
を
食
べ
よ
う
と
す
る 

舜
太
郎
。 

一
口
か
じ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
食
べ
る
の
を
や 

め
る
。 

ス
ー
ツ
姿
の
宜
秀
が
ま
っ
す
ぐ
に
舜
太
郎
の 

と
こ
ろ
へ
や
っ
て
く
る
。 

宜
秀
「
今
朝
の
人
身
事
故
の
せ
い
で
最
終
面
接
に
遅 

れ
た
。
ツ
イ
て
な
い
よ
、
ほ
ん
と
」 

 
 

 

舜
太
郎
の
隣
に
座
る
宜
秀
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 

 
 

 

宜
秀
、
缶
ジ
ュ
ー
ス
を
開
け
て
飲
み
始
め
る
。 

宜
秀
「
ど
う
し
た
」 

舜
太
郎
「
皆
さ
、
人
身
事
故
っ
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
聞
い 

た
ら
、
一
斉
に
た
め
息
つ
く
ん
だ
よ
な
」 
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宜
秀
「
そ
り
ゃ
、
そ
う
だ
ろ
」 

舜
太
郎

「
『

た
っ
た
今
、
人
が
死
に
ま
し
た
』
っ
て

言
っ
て
る
ん
だ
ぞ
、
あ
れ
は
」 

宜
秀
「

…
…

」 
舜
太
郎
「
み
ん
な
、
冷
た
い
ん
だ
な
。
他
人
事
だ
と 

思
っ
て
る
」 

宜
秀
「
…
…
」 

舜
太
郎
「
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
、
文
句
ば
っ
か
り
。 

ち
ょ
っ
と
会
社
に
遅
れ
る
く
ら
い
、
い
い
じ
ゃ
ん

別
に
。
も
っ
と
大
事
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
、

あ
れ
は
」 

 
 

 

宜
秀
、
黙
っ
た
ま
ま
舜
太
郎
の
顔
を
見
つ
め 

る
。 

宜
秀
「
舜
さ
、
お
祈
り
さ
れ
た
こ
と
あ
る
か
？
」 

舜
太
郎
「
お
祈
り
？
」 

 
 

 

宜
秀
、
自
嘲
気
味
に
笑
う
。 

宜
秀
「
残
念
な
が
ら
、
今
回
は
採
用
を
見
送
ら
せ
て 

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
、 

貴
殿
の
今
後
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上 

げ
ま
す
」 
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舜
太
郎
「

…
…

」 

宜
秀
「
不
採
用
通
知
の
こ
と
だ
よ
」 

 
 

 

宜
秀
、
笑
う
。 

宜
秀
「
お
祈
り
メ
ー
ル
っ
て
い
う
ん
だ
。
面
白
い
だ 

ろ
？
」 

舜
太
郎
「
ノ
ブ

…
…

」 

宜
秀
「
何
を
祈
っ
て
ん
だ
ろ
う
な
」 

 
 

 

じ
っ
と
宜
秀
の
様
子
を
う
か
が
う
。 

宜
秀
「

…
…

お
前
に
は
分
か
ら
な
い
よ
」 

 
 

 

宜
秀
の
手
が
小
さ
く
震
え
て
い
る
。 

宜
秀
「
何
十
社
も
受
け
て
、
何
十
回
も
、
下
手
し
た 

ら

100

回
以
上
、
心
に
も
無
い
お
祈
り
を
さ
れ
る 

気
持
ち
、
お
前
に
分
か
る
か
？
」 

舜
太
郎
「

…
…

」 

宜
秀
「
死
に
た
く
な
る
ん
だ
よ
」 

 
 

 

息
を
の
む
舜
太
郎
。 

 
 

 

じ
っ
と
宜
秀
の
顔
を
見
つ
め
る
。 

宜
秀
「
お
前
は
、
死
に
た
く
な
る
よ
う
な
思
い
な
ん 

て
、
し
た
こ
と
な
い
だ
ろ
」 

舜
太
郎
「
何
だ
よ
、
そ
れ
」 
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宜
秀
「
就
活
し
て
れ
ば
死
に
た
く
な
る
瞬
間
も
あ
る
。 

何
も
し
な
い
で
、
毎
日
の
ほ
ほ
ん
と
し
て
る
。
そ 

ん
な
お
気
楽
な
奴
に
、
偉
そ
う
な
こ
と
言
え
ん
の 

か
？
」 

舜
太
郎
「

…
…

」 

宜
秀
「
自
分
だ
っ
て
冷
た
い
人
間
の
ひ
と
り
だ
っ
た 

だ
ろ
。
就
活
し
て
る
俺
の
横
で
余
裕
か
ま
し
や
が 

っ
て
。
お
前
だ
っ
て
十
分
冷
た
い
奴
だ
よ
！ 

周 

り
が
冷
た
い
な
ん
て
言
え
る
人
間
か
？
」 

舜
太
郎
「

…
…

」 

 
 

 

唇
を
噛
み
し
め
、
勢
い
よ
く
立
ち
上
が
る
舜 

太
郎
。
そ
の
ま
ま
去
っ
て
行
く
。 

宜
秀
「

…
…

く
そ
っ
」 

 

○
繁
華
街
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

入
っ
て
い
く
舜
太
郎
。 

 

○
同
・
店
内 

 
 

 

ひ
た
す
ら
ダ
ー
ツ
を
投
げ
続
け
る
舜
太
郎
。 
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○
同
・
ボ
ー
リ
ン
グ
場 

 
 

 

舜
太
郎
、
友
人
た
ち
と
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
て 

い
る
。 

ス
ト
ラ
イ
ク
を
出
し
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
な
が 

ら
喜
ん
で
い
る
。 

舜
太
郎
「
ち
ょ
っ
と
ト
イ
レ
！
」 

 
 

 

ひ
と
り
、
ト
イ
レ
に
向
か
う
舜
太
郎
。 

 

○
同
・
男
子
ト
イ
レ 

 
 

 

舜
太
郎
、
顔
を
洗
っ
て
い
る
。 

舜
太
郎
「
忘
れ
ろ

…
…

！ 

忘
れ
ろ

…
…

」 

 
 

 

そ
こ
へ
、
男
子
ト
イ
レ
に
入
っ
て
く
る
サ
ラ 

リ
ー
マ
ン
の
男
性
が
鏡
越
し
に
見
え
る
。 

舜
太
郎
「
！
」 

 
 

 

一
瞬
、
自
殺
し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
見
え
て
、 

 
 

 

ハ
ッ
と
振
り
返
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

頭
を
振
り
な
が
ら
、
鏡
に
映
る
自
分
の
顔
を 

見
つ
め
る
。 

 

○
同
・
ボ
ー
リ
ン
グ
場 
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舜
太
郎
が
戻
っ
て
く
る
。 

舜
太
郎
「
次
行
こ
！ 

次
！
」 

 

○
カ
フ
ェ
・
店
内
（
夜
） 

 
 

 
筆
記
試
験
の
問
題
集
を
解
い
て
い
る
宜
秀
。 

 
 

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
と
、
メ
ー
ル
が
届 

い
て
い
る
。 

 
 

 

宜
秀
、
深
呼
吸
し
て
、
メ
ー
ル
を
開
封
す
る
。 

 
 

 

そ
の
メ
ー
ル
に
は
、
「
残
念
な
が
ら
、
今
回 

は
貴
意
に
沿
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

末
筆
な
が
ら
、
今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申 

し
上
げ
ま
す
」
の
文
字
。 

宜
秀
「
…
…
」 

 
 

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
宜
秀
の
手
か
ら
滑
り
落 

ち
る
。 

 

○
カ
ラ
オ
ケ
店
・
部
屋
（
夜
） 

 
 

 

マ
イ
ク
片
手
に
熱
唱
し
て
い
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

友
人
た
ち
と
バ
カ
騒
ぎ
し
て
い
る
。 
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舜
太
郎
の
リ
ュ
ッ
ク
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
で
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
着
信
を
知
ら
せ
る
ラ
ン
プ 

が
光
る
。 

画
面
に
は
「
ノ
ブ
」
の
文
字
。 

着
信
ラ
ン
プ
、
長
い
こ
と
光
っ
て
か
ら
、
消 

え
る
。 

 

○
秋
山
家
・
舜
太
郎
の
部
屋 

 
 

 

時
計
の
針
、11

時
を
指
し
て
い
る
。 

 
 

 

洋
服
の
ま
ま
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
鳴
っ
て
い
る
。 

舜
太
郎
「
ん
～
」 

 
 

 

寝
返
り
を
打
ち
な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

に
手
を
伸
ば
す
。 

舜
太
郎
「
な
ん
だ
よ

…
…

」 

 
 

 

舜
太
郎
、
通
話
ボ
タ
ン
を
切
っ
て
、
再
び
寝 

よ
う
と
す
る
。 

ま
た
す
ぐ
鳴
り
出
す
。 

舜
太
郎
、
今
度
は
通
話
ボ
タ
ン
を
押
す
。 

舜
太
郎
「
も
し
も
し
？
」 
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寝
ぼ
け
声
の
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
「

…
…

う
ん
、
う
ん
。

…
…

は
？
」 

 
 

 

起
き
上
が
る
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
「
も
う
一
回
、
言
っ
て
く
れ

…
…

」 

 
 

 
舜
太
郎
、
じ
っ
と
電
話
の
相
手
の
声
に
耳
を 

傾
け
る
。 

舜
太
郎
「
も
う
一
回

…
…

」 

 
 

 

頭
を
抱
え
る
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
「

…
…

い
や
、
も
う
い
い
」 

 

○
大
学
病
院 

 
 

 

雨
が
降
っ
て
い
る
。 

見
舞
い
や
外
来
に
訪
れ
た
人
々
。 

 
 

 

そ
の
中
に
舜
太
郎
の
姿
。 

 

○
同
・
病
室
前 

 
 

 

病
室
の
ド
ア
に
手
を
か
け
た
ま
ま
、
固
ま
る 

舜
太
郎
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 

そ
の
時
、
中
か
ら
人
が
出
て
く
る
。 
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咄
嗟
に
廊
下
の
影
に
隠
れ
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

病
室
か
ら
出
て
き
た
人
の
会
話
が
途
切
れ
途 

切
れ
に
聞
こ
え
て
く
る
。 

見
舞
い
客
１
「
受
け
た
会
社
、
全
部
落
ち
た
そ
う
よ
」 

見
舞
い
客
２
「
だ
か
ら
っ
て
何
も
ね
ぇ

…
…

」 

見
舞
い
客
１
「
真
面
目
す
ぎ
た
の
ね

…
…

」 

舜
太
郎
「

…
…

」 

 
 

 

舜
太
郎
、
そ
の
ま
ま
病
院
を
出
て
行
く
。 

 

○
道
路 

 
 

 

小
雨
が
降
る
な
か
、
線
路
沿
い
の
道
を
歩
い 

て
い
る
舜
太
郎
。 

上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を 

取
り
出
す
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 

 
 

 

思
い
切
っ
て
、
伝
言
再
生
の
ボ
タ
ン
を
押
す
。 

留
守
電
の
声
「
た
だ
い
ま
４
件
の
伝
言
を
お
預
か
り 

 

し
て
い
ま
す
」 

 
 

 

続
け
て
、
ピ
ー
と
い
う
電
子
音
が
鳴
る
。 

留
守
電
の
声
「
伝
言
、
１
件
目
」 
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宜
秀
の
声
「
あ
、
舜
？ 

あ
ー
、
あ
の
さ

…
…

」 

 
 

 

と
言
っ
た
き
り
、
黙
っ
た
ま
ま
。 

 
 

 

ピ
ー
、
と
電
子
音
が
入
り
、
再
生
が
終
わ
る
。 

留
守
電
の
声
「
２
件
目
」 

宜
秀
の
声
「
こ
の
間
は
悪
か
っ
た
よ
。
言
い
過
ぎ 

た
」 

 
 

 

ノ
イ
ズ
混
じ
り
に
聞
こ
え
る
宜
秀
の
声
。 

舜
太
郎
の
目
か
ら
涙
が
あ
ふ
れ
る
。 

宜
秀
「
あ
の
時
、
お
前
、
言
っ
た
よ
な

…
…

」 

 
 

 

ピ
ー
、
と
電
子
音
が
入
り
、
再
生
が
終
わ
る
。 

留
守
電
の
声
「
３
件
目
」 

宜
秀
の
声
「
ど
こ
に
も
行
く
と
こ
が
な
い

…
…

だ
か 

ら
駅
名
が
見
え
な
か
っ
た
っ
て
」 

 
 

 

立
ち
止
ま
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

舜
太
郎
の
上
着
、
雨
に
濡
れ
て
、
漆
黒
に
な

っ
て
い
る
。 

 
 

 

近
く
の
踏
切
の
遮
断
機
が
降
り
、
カ
ン
カ
ン 

カ
ン

…
…

と
信
号
が
鳴
り
始
め
る
。 

留
守
電
の
声
「
４
件
目
」 

舜
太
郎
「

…
…

」 
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じ
っ
と
耳
を
澄
ま
せ
る
舜
太
郎
。 

宜
秀
の
声
「
い
ま
俺
と
一
緒
に
電
車
乗
っ
た
ら
」 

舜
太
郎
「

…
…

」 

宜
秀
の
声
「

…
…

き
っ
と

…
…

見
え

…
…

」 

 
 

 
踏
切
の
音
が
大
き
く
な
る
。 

 
 

 

電
車
が
通
り
過
ぎ
る
轟
音
。 

舜
太
郎
「
ノ
ブ

…
…

！ 

ノ
ブ
、
ご
め
ん
！
」 

 
 

 

そ
の
場
に
う
ず
く
ま
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

そ
の
横
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
電
車
。 

 
 

 

そ
の
場
か
ら
動
か
な
い
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
「
ご
め
ん
」 

 

○
駅
の
改
札
（
朝
） 

 
 

 

た
く
さ
ん
の
通
勤
・
通
学
客
が
い
る
。 

 
 

 

舜
太
郎
、
覚
悟
を
決
め
た
顔
で
改
札
を
通
る
。 

 

○
同
・
電
車
内
（
朝
） 

 
 

 

最
後
尾
の
車
両
か
ら
最
前
列
の
車
両
ま
で
、 

乗
客
た
ち
一
人
ひ
と
り
見
な
が
ら
歩
い
て
い 

る
舜
太
郎
。 
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駅
名
が
見
え
な
い
人
は
い
な
い
。 

 
 

 

ホ
ッ
と
す
る
舜
太
郎
。 

 

○
別
の
路
線
・
走
る
電
車
（
朝
） 

 

○
同
・
車
内
（
朝
） 

 
 

 

同
じ
よ
う
に
、
す
べ
て
の
車
両
を
移
動
し
な 

が
ら
、
頭
上
に
駅
名
が
見
え
な
い
人
が
い
な 

い
か
探
し
て
い
る
舜
太
郎
。 

 

○
ま
た
別
の
路
線
・
電
車
内 

 
 

 

一
人
ひ
と
り
、
観
察
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る 

舜
太
郎
。 

舜
太
郎
「
あ
！
」 

 
 

 

ド
ア
の
す
ぐ
近
く
に
立
っ
て
い
る
若
い
Ｏ
Ｌ
。 

 
 

 

そ
の
頭
上
に
駅
名
は
浮
か
ん
で
い
な
い
。 

 
 

 

舜
太
郎
、
急
い
で
Ｏ
Ｌ
に
駆
け
寄
る
。 

舜
太
郎
「
あ
の
！ 

早
ま
っ
た
こ
と
は
し
な
い
で
く 

だ
さ
い
！
」 

 
 

 

驚
い
た
顔
の
Ｏ
Ｌ
。 
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Ｏ
Ｌ
「
え
、
な
に
？
」 

舜
太
郎
「
ダ
メ
で
す
！ 

生
き
て
く
だ
さ
い
！
」 

Ｏ
Ｌ
「
や
め
て
、
何
な
ん
で
す
か
？
」 

舜
太
郎
、
な
お
も
Ｏ
Ｌ
に
話
し
か
け
よ
う 

と
す
る
。 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
「
お
い
、
や
め
ろ
！ 

困
っ
て
る
じ 

ゃ
な
い
か
」 

 

○
駅
の
ホ
ー
ム
（
朝
） 

 
 

 

通
勤
電
車
が
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

ド
ア
が
開
き
、
中
か
ら
舜
太
郎
が
屈
強
そ
う

な
男
に
首
根
っ
こ
を
掴
ま
れ
な
が
ら
降
り
て

く
る
。 

舜
太
郎
「
違
い
ま
す
っ
て
！ 

痴
漢
じ
ゃ
な
い
で
す
」 

 
 

 

ズ
ル
ズ
ル
引
っ
張
ら
れ
て
い
く
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
「
こ
れ
に
は
訳
が
あ
る
ん
で
す
！
」 

 
 

 

身
柄
を
駅
員
に
引
き
渡
さ
れ
る
。 

 
 

 

舜
太
郎
と
同
じ
車
両
の
乗
客
た
ち
が
降
り
て

き
て
、
人
だ
か
り
を
つ
く
っ
て
い
る
。 

そ
こ
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
舜
太
郎
。 
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舜
太
郎
「
頼
む
か
ら
、
死
な
な
い
で
！
」 

 
 

 

怪
訝
な
顔
で
舜
太
郎
を
見
る
人
々
。 

Ｏ
Ｌ
「
…
…
」 

 
 

 

引
き
ず
ら
れ
て
い
く
舜
太
郎
。 

 

○
駅
・
駅
員
事
務
室
・
内 

 
 

 

駅
員
に
お
説
教
さ
れ
て
い
る
舜
太
郎
。 

駅
員
「
じ
ゃ
あ
、
痴
漢
は
し
て
な
い
ん
だ
ね
？
」 

舜
太
郎
「
し
て
ま
せ
ん
！ 
た
だ
、
彼
女
の
た
め
に 

…
…
！
」 

駅
員
「
彼
女
の
た
め
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

舜
太
郎
「
そ
れ
は

…
…

そ
の

…
…

」 

 
 

 

言
い
よ
ど
む
舜
太
郎
。 

 

○
駅
の
ホ
ー
ム
（
朝
） 

 
 

 

真
剣
な
顔
の
舜
太
郎
。 

 
 

 

電
車
が
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

乗
り
込
む
舜
太
郎
。 

 

○
走
る
電
車
内
（
朝
） 
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最
後
尾
か
ら
車
両
移
動
し
な
が
ら
、
自
殺
者 

が
い
な
い
か
見
て
い
る
舜
太
郎
。 

そ
の
時
、
頭
上
に
駅
名
の
見
え
な
い
人
を
見 

つ
け
る
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 

 
 

 

乗
客
の
間
を
縫
っ
て
、
慎
重
に
近
づ
く
舜
太 

郎
。 

 
 

 

制
服
姿
の
女
子
中
学
生
の
姿
。 

 
 

 

隣
に
立
っ
て
、
そ
っ
と
顔
を
見
る
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
「
え

…
…

」 

 
 

 

そ
れ
は
、
先
日
見
か
け
た
女
子
中
学
生
（
橋 

田
美
雪
）
だ
っ
た
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 

 
 

 

以
前
と
同
じ
よ
う
に
生
気
の
な
い
表
情
の
美 

雪
。 

そ
の
横
顔
を
見
つ
め
る
舜
太
郎
。 

電
車
が
駅
に
着
く
。 

降
り
て
行
く
。 

そ
の
手
を
掴
も
う
と
す
る
が
、
降
り
よ
う
と 

す
る
別
の
乗
客
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
て
し
ま
う
。 
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○
駅
の
ホ
ー
ム 

 
 

 

前
を
歩
く
美
雪
。 

 
 

 

そ
の
後
ろ
か
ら
追
い
か
け
て
く
る
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
「
待
っ
て
！
」 

 
 

 

美
雪
、
そ
の
ま
ま
歩
き
続
け
る
。 

舜
太
郎
「
お
願
い
、
待
っ
て
！
」 

次
の
瞬
間
、
反
対
の
線
路
に
飛
び
込
む
美
雪
。 

そ
の
時
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
。 

駅
員
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
ま
も
な
く
１
番
線
に
電
車
が
ま 

い
り
ま
す
。
黄
色
い
線
ま
で
お
下
が
り
下
さ
い
」 

 
 

 

電
車
接
近
を
知
ら
せ
る
電
光
表
示
板
。 

舜
太
郎
「
誰
か
非
常
停
止
ボ
タ
ン
押
し
て
！
」 

 
 

 

と
叫
び
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
に
飛
び
降
り
る
舜 

 
 

 

太
郎
。 

 

○
同
・
ホ
ー
ム
下 

 
 

 

倒
れ
て
い
る
美
雪
の
体
を
抱
き
か
か
え
て
、 

ホ
ー
ム
下
の
隙
間
に
引
っ
張
ろ
う
と
す
る
。 

 
 

 

ど
ん
ど
ん
近
づ
い
て
く
る
電
車
。 
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ゴ
ォ
ー
と
い
う
音
が
次
第
に
大
き
く
な
る
。 

 
 

 

何
と
か
美
雪
を
ホ
ー
ム
下
に
引
っ
ぱ
ろ
う
と 

す
る
舜
太
郎
。 

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
。 

乗
客
の
女
「
頑
張
っ
て
！
」 

 
 

 

ホ
ー
ム
に
引
き
上
げ
よ
う
と
、
手
を
差
し
出 

す
男
性
た
ち
。 

駅
員
「
危
な
い
か
ら
下
が
っ
て
！
」 

電
車
が
警
笛
を
鳴
ら
し
な
が
ら
ホ
ー
ム
に
入 

っ
て
く
る
。 

電
車
の
轟
音
。 

 
 

 

悲
鳴
。 

 

○
同
・
ホ
ー
ム
上 

 
 

 

駆
け
付
け
た
駅
員
が
ホ
ー
ム
下
を
照
ら
す
が 

暗
く
て
見
え
な
い
。 

 
 

 

ゆ
っ
く
り
と
電
車
を
移
動
さ
せ
る
。 

駅
員
「
お
ー
い
、
い
る
か?

!

」 

 
 

 

客
た
ち
が
固
唾
を
の
ん
で
見
守
っ
て
い
る
。 

 
 

 

祈
る
よ
う
に
手
を
合
わ
せ
る
人
々
。 
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乗
客
の
女
「
あ
そ
こ
！
」 

 
 

 

女
が
指
差
す
先
、
ホ
ー
ム
下
か
ら
手
が
出
て 

い
る
。 

そ
の
手
が
、
サ
ム
ズ
ア
ッ
プ
の
か
た
ち
に
。 

拍
手
と
歓
声
に
沸
く
ホ
ー
ム
。 

 

○
ホ
ー
ム
下 

 
 

 

美
雪
を
抱
き
か
か
え
た
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
「
ノ
ブ
、
み
ん
な
冷
た
く
な
ん
か
な
か
っ
た 

よ
」 

 

○
駅
・
駅
員
室
・
前 

 
 

 

駅
員
室
か
ら
出
て
く
る
舜
太
郎
と
美
雪
。 

美
雪
、
舜
太
郎
に
頭
を
下
げ
る
。 

美
雪
「
助
け
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し 

た
」 

 
 

 

美
雪
の
顔
は
暗
い
ま
ま
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 

美
雪
の
手
を
取
り
、
引
っ
張
っ
て
い
く
舜
太 

郎
。 
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美
雪
「
え
？
」 

 

○
駅
の
歩
道
橋 

 
 

 

舜
太
郎
、
驚
く
美
雪
を
グ
イ
グ
イ
引
っ
張
っ 

て
い
く
。 

美
雪
、
訳
が
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
表
情
で 

舜
太
郎
を
見
つ
め
る
。 

舜
太
郎
「
あ
の
さ

…
…

」 

立
ち
止
ま
る
舜
太
郎
。 

美
雪
「

…
…

」 

舜
太
郎
「
ど
こ
か
行
き
た
い
と
こ
ろ
な
い
？
」 

美
雪
「
え

…
…

」 

舜
太
郎
「
ど
こ
で
も
い
い
か
ら
。
行
き
た
い
と
こ
ろ
、 

な
い
？
」 

 

○
遊
園
地 

 
 

 

観
覧
車
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
、
お
化
け 

屋
敷
の
あ
る
園
内
。 

 

○
同
・
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー 
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先
頭
に
乗
っ
て
い
る
美
雪
と
舜
太
郎
。 

 
 

 

ゆ
っ
く
り
と
レ
ー
ル
を
上
っ
て
い
く
。 

 
 

 

笑
顔
の
美
雪
。 

 
 

 

真
っ
青
な
舜
太
郎
。 

 
 

 
頂
点
ま
で
き
た
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
が
一 

気
に
落
ち
る
。 

 
 

 

両
手
を
上
げ
て
歓
声
を
あ
げ
る
美
雪
。 

 
 

 

半
泣
き
状
態
の
舜
太
郎
。 

 

○
同
・
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ 

 
 

 

一
緒
に
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
乗
り
物
に
乗
っ 

て
い
る
舜
太
郎
と
美
雪
。 

 
 

 

グ
ル
グ
ル
と
容
赦
な
く
回
す
美
雪
。 

 
 

 

目
が
回
っ
て
い
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

楽
し
そ
う
な
笑
顔
の
美
雪
。 

 
 

 

目
を
回
し
つ
つ
も
、
ホ
ッ
と
し
た
顔
の
舜
太 

郎
。 

 

○
同
・
ベ
ン
チ
（
夕
） 

 
 

 

座
っ
て
い
る
美
雪
の
も
と
に
、
ソ
フ
ト
ク
リ 
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ー
ム
を
２
つ
持
っ
た
舜
太
郎
が
来
る
。 

美
雪
、
笑
顔
で
受
け
取
る
。 

美
雪
「
ド
ラ
マ
の
中
の
デ
ー
ト
っ
ぽ
～
い
！
」 

 
 

 

は
し
ゃ
ぐ
美
雪
を
嬉
し
そ
う
に
見
つ
め
る
舜 

太
郎
。 

ベ
ン
チ
に
並
ん
で
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ 

始
め
る
。 

舜
太
郎
「
絶
叫
系
、
好
き
な
ん
だ
ね
」 

美
雪
「
あ
～
ス
ッ
キ
リ
し
た
！
」 

 
 

 

舜
太
郎
、
美
雪
の
横
顔
を
見
つ
め
る
。 

舜
太
郎
「
何
か
あ
っ
た
の
？
」 

美
雪
「

…
…

」 

 
 

 

黙
っ
た
ま
ま
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
続 

け
る
美
雪
。 

舜
太
郎
「
ご
め
ん
、
言
い
た
く
な
か
っ
た
ら
…
…
」 

美
雪
「
私
、
私
立
の
高
校
行
っ
て
る
の
」 

舜
太
郎
「
う
ん
」 

美
雪
「
学
費
高
く
て
さ
～
」 

舜
太
郎
「
う
ん
」 

美
雪
「
お
母
さ
ん
は
、
出
て
い
っ
た
」 
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舜
太
郎
「
そ
っ
か
」 

 
 

 

２
人
の
前
を
親
子
連
れ
が
楽
し
そ
う
に
歩
い 

て
い
く
。 

美
雪
「
私
だ
け
は
、
お
父
さ
ん
の
味
方
で
い
よ
う
と 

思
っ
て
た
。
で
も
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て

…
…

」 

 
 

 

美
雪
、
不
意
に
う
つ
む
く
。 

美
雪
「
私
が
お
父
さ
ん
の
重
荷
に
な
っ
て
る
の
」 

舜
太
郎
「
そ
ん
な
事

…
…

」 

美
雪
「
あ
る
の
。
そ
ん
な
事
あ
る
の
！
」 

舜
太
郎
「

…
…

」 

美
雪
「
バ
イ
ト
ば
っ
か
り
し
て
た
ら
成
績
も
落
ち
る 

し
、
一
緒
に
遊
べ
な
い
か
ら
友
達
も
ど
ん
ど
ん
離 

れ
て
い
っ
ち
ゃ
う
し
、
も
う
家
に
も
学
校
に
も
、 

ど
こ
に
も
い
た
く
な
か
っ
た
！
」 

 
 

 

美
雪
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
ど
ん
ど
ん
溶
け 

て
い
く
。 

美
雪
「
し
ん
ど
い

…
…

」 

 
 

 

溶
け
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
地
面
に
落
ち
て
、 

小
さ
な
染
み
を
つ
く
る
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 
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美
雪
の
頭
を
そ
っ
と
撫
で
る
。 

美
雪
「
そ
う
思
っ
た
ら
、
消
え
た
く
な
っ
た

…
…

」 

舜
太
郎
「

…
…

消
え
な
い
で
よ
」 

美
雪
「

…
…

」 
舜
太
郎
「
消
え
な
い
で
」 

美
雪
、
声
を
あ
げ
て
泣
き
出
す
。 

 
 

 

ベ
ン
チ
に
座
り
続
け
る
２
人
。 

 

○
駅
の
ホ
ー
ム
（
夜
） 

 
 

 

並
ん
で
電
車
を
待
っ
て
い
る
舜
太
郎
と
美
雪
。 

 
 

 

電
車
が
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
く
る
。 

 

○
走
る
電
車
・
車
内
（
夜
） 

 
 

 

舜
太
郎
、
隣
の
美
雪
を
な
か
な
か
見
ら
れ
な 

い
。 

思
い
切
っ
て
、
美
雪
の
方
を
向
く
。 

美
雪
の
頭
上
に
【
我
孫
子
】
の
文
字
が
浮
か 

ん
で
い
る
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 

 
 

 

舜
太
郎
、
も
う
一
度
だ
け
美
雪
の
手
を
握
り 
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締
め
る
。 

 
 

 

少
し
赤
い
顔
の
美
雪
。 

美
雪
「
今
日
は
あ
り
が
と
う
。
何
か
軽
く
な
っ
た
！ 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
人

…
…

じ
ゃ
な
い
よ
ね
？
」 

 
 

 
照
れ
く
さ
そ
う
に
笑
う
舜
太
郎
。 

 

○
歩
道
橋
（
夜
） 

 
 

 

ひ
と
り
歩
く
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
」 

 
 

 

そ
の
時
、
舜
太
郎
の
ス
マ
ホ
が
鳴
る
。 

舜
太
郎
「
も
し
も
し
？
」 

 
 

 

舜
太
郎
の
顔
が
パ
ッ
と
明
る
く
な
る
。 

舜
太
郎
「
本
当
に
！
？
」 

 
 

 

走
り
出
す
舜
太
郎
。 

舜
太
郎
「
よ
っ
し
ゃ
！
」 

 

○
大
学
病
院
（
朝
） 

 

○
同
・
病
室
前
（
朝
） 

 
 

 

舜
太
郎
、
深
呼
吸
し
て
ド
ア
を
開
け
る
。 
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舜
太
郎
「
お
う
、
ノ
ブ
！
」 

 

○
山
手
線
・
電
車
内
（
朝
） 

 
 

 

心
理
学
の
テ
キ
ス
ト
を
読
み
な
が
ら
電
車
に

乗
っ
て
い
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

１
両
目
か
ら
最
後
尾
の
車
両
ま
で
、
乗
客
そ 

 
 

 

れ
ぞ
れ
の
行
き
先
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
舜 

 
 

 

太
郎
。 

車
内
の
乗
客
た
ち
の
頭
上
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ 

バ
ラ
の
駅
名
が
浮
か
ん
で
い
る
。 

 
 

 

ふ
い
に
足
を
止
め
る
舜
太
郎
。 

 
 

 

リ
ク
ル
ー
ト
姿
の
若
い
大
学
生
ら
し
き
青
年
、 

 
 

 

ド
ア
に
も
た
れ
か
か
り
、
力
な
く
う
な
だ
れ 

て
い
る
後
姿
。 

舜
太
郎
「

…
…

」 

 
 

 

舜
太
郎
、
青
年
の
肩
に
そ
っ
と
手
を
伸
ば
す
。 

 

【
完
】 


